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１．奥の谷モデル地区における将来プランの検討

（1）隣接する南原地区の保全活用方針

　①現地調査

　里山保全活用ゾーン（H15 自然環境保全活用調査報告書を参照）内の南原地区は、奥の
谷モデル地区に尾根をはさんで隣接する谷部で、奥の谷とは異なる環境と植生が見られ、
モデル地区と同様に保全活用が求められる。そこで、「富田林の自然を守る市民運動協議
会」のメンバーと同行して6 ～ 7 月に現地を踏査した。（「南原地区現況図」参照）

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

　　　　　③③③③③ヨシの草地ヨシの草地ヨシの草地ヨシの草地ヨシの草地

　　　　　①①①①①セイタカアワダチソウの草地セイタカアワダチソウの草地セイタカアワダチソウの草地セイタカアワダチソウの草地セイタカアワダチソウの草地

ネジバナ

　滝谷不動尊の駐車場に隣接する草地で、セイタカアワダチソウが繁茂しているが、草
刈り管理が行なわれていると思われる明るい周辺部には、ネジバナが見られた。

　隣接駐車場の造成前は水面であったと思われる。ため池A の上流側でヨシが繁茂する。

　　　　　②②②②②ため池Ａため池Ａため池Ａため池Ａため池Ａ

　隣接駐車場の造成後に水面が縮小して現在のようになったと考えられる。周辺はササ
やセイタカアワダチソウ等の草地となっている。



2

　　　　　⑤⑤⑤⑤⑤ため池Ｂとスギ植林地ため池Ｂとスギ植林地ため池Ｂとスギ植林地ため池Ｂとスギ植林地ため池Ｂとスギ植林地

　スギの植林地に囲まれたため池。池の水辺にはショウブが生育している。

ショウブ

　　　　　④④④④④草原性の花々が見られた畦道草原性の花々が見られた畦道草原性の花々が見られた畦道草原性の花々が見られた畦道草原性の花々が見られた畦道

コマツナギヌマトラノオ

ウツボグサアザミ

ツユクサ

タツナミソウ ウマノアシガタ

　谷の入口であるため比較的明るい畦道となっており、周辺には様々な草原性の植物が
見られた。特にタツナミソウは、嶽山周辺では今のところここでしか見つかっていない。

畦道の入口



3

　　　　　⑧⑧⑧⑧⑧ネムノキネムノキネムノキネムノキネムノキ

　　　　　⑥⑥⑥⑥⑥ササ草地ササ草地ササ草地ササ草地ササ草地

　水田跡地のササ草地。南原の谷部はかつては水田として利用されていたが、現在はす
べて放棄されており、ここから上流の放棄田には跡地ごとの微妙な環境（水分状況、日
当たり等）によって様々な植生が見られる。

　ため池C の堤にはネムノキが列状に生えている。

　　　　　⑦⑦⑦⑦⑦カサスゲの湿地とヌマトラノオカサスゲの湿地とヌマトラノオカサスゲの湿地とヌマトラノオカサスゲの湿地とヌマトラノオカサスゲの湿地とヌマトラノオ

　放棄田がカサスゲの湿地となり、かつての畦道沿いにヌマトラノオの群落やダイコン
ソウが見られた。カサスゲは嶽山周辺ではここにしか見られない。

カサスゲ ヌマトラノオ

ダイコンソウ
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　　　　　⑩⑩⑩⑩⑩ハンノキとガマの湿地ハンノキとガマの湿地ハンノキとガマの湿地ハンノキとガマの湿地ハンノキとガマの湿地

　放棄田跡にハンノキが生育する湿地環境は嶽山周辺では少なくなっている（奥の谷に
かつてあったハンノキ林は数年前の広場造成で消失した）。ハンノキの林床は手前がミゾ
ソバで、奥にガマが生育している。

　　　　　⑨⑨⑨⑨⑨ため池Ｃため池Ｃため池Ｃため池Ｃため池Ｃ （（（（（新新新新新池池池池池）））））

　　　　　⑪⑪⑪⑪⑪ヨシの草地ヨシの草地ヨシの草地ヨシの草地ヨシの草地 　　　　　　　　　　⑫⑫⑫⑫⑫ミゾソバの湿地ミゾソバの湿地ミゾソバの湿地ミゾソバの湿地ミゾソバの湿地
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　　　　　⑭⑭⑭⑭⑭スギスギスギスギスギ ・・・・・ヒノキ林とササユリヒノキ林とササユリヒノキ林とササユリヒノキ林とササユリヒノキ林とササユリ

　　　　　⑬⑬⑬⑬⑬ため池Ｄとササ草地の堤ため池Ｄとササ草地の堤ため池Ｄとササ草地の堤ため池Ｄとササ草地の堤ため池Ｄとササ草地の堤

　比較的手入れがされて明るく、シダが生育するスギ・ヒノキ林の林床に、ササユリが
見られる。花が咲いている個体だけで20 輪近くが数えられ、嶽山周辺でもっともササユ
リの密度の高い場所のひとつと思われる。
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②保全活用の方向と課題

■放棄田跡に見られる特徴的な植生

　南原地区は、谷全体が農地としての機能をなくしてから十数年経っていると思われ、放
棄田跡の一枚ごと、また数箇所のため池ごとに異なる植生が、それぞれの微妙な環境に即
して見られる点が特徴となっている。
　タツナミソウやカサスゲ、ダイコンソウ、ハンノキ林など奥の谷や嶽山周辺であまり見
られない植物も生育しており、谷全体の環境保全が求められる。

■湿地や草地の保全・観察地としての活用

　カサスゲの湿地より上流部は、放棄田跡ごとの特徴がよくわかる見本園的な様相となっ
ており、現在も農地として利用されている奥の谷と対照的な草地や湿地を観察することが
できる。ササユリが見られるスギ・ヒノキ林も含めて、奥の谷と南原とを結ぶ観察路など
を整備することで、多様な湿地や草地の自然の保全・観察地として活用ができると考えら
れる。

■入口部の開発造成の影響

　しかしながら、南原地区の谷の入口部では、滝
谷不動尊の駐車場拡張に伴う残土処分の造成工事
が予定されており、その影響でカサスゲ湿地周辺
から下流部の現在の植生は、残土造成によって埋
め立てられ、タツナミソウなどの草原性植物が見
られた畦道も消失することとなる。これらの草原
性植物は、上流部のかつての畦道を草刈り管理す
ることで再び生えてくる可能性がある。

※本調査を行なった後、タツナミソウ、カサスゲ、ダイコンソウの一部を掘り取って、
　奥の谷の「水の生きもの池」及び「池田」の畦に移植した。

■今後のモニタリング

　南原の湿地や草地は、このまま放置すれば次第に多年草から木本植生に移行していくと
考えられる。現在の状況を維持するには、場合によっては適度な草刈り管理や水路の維持
補修なども必要になると思われるため、入口部の開発造成の影響を見守ることも含めて、
今後もモニタリングをしていくことが望まれる。

奥の谷に移植した↑タツナミソウとカサスゲ↑

背後の山を造成して拡張される駐車場
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